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当自治会は、上田市の東端に位置し東御市と接しています。大手の機械工場、キノコ工

場などや江戸時代に造られた用水路により高品質の米が穫れる水田、高品質ワイン用葡

萄畑、ゴルフ場敷地なども域内にあり、塩川沢川という千曲川につながる川も流れる自

然も豊かな自治会です。第二次世界大戦後しばらくは養蚕や薬用人参栽培も盛んでし

た。江戸時代には小諸藩が治めていた南方村だったようです。南方村→塩川村→丸子町

→上田市という流れで現在に至っています。また、当自治会内には上田市の文化財・天

然記念物があります。 

南 方 薬 師 堂 （ 上 田 市 塩 川 707 － 1 ）

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot91.html 

南 方 荒 野 び ゃ く し ん （ 上 田 市 塩 川 816 ）                                    

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot131.html 

です。上田市のホームページをご覧下さい。 

 

組  

織 
個人

名を
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ない 

組織

図な

ど 

自治会の決議機関は総会で、各世帯 1名の代表者で構成され、開催日は成人の日の前日

が慣例となっています。また、自治会の事業を協議し執行する機関は自治会長、副自治

会長、協議委員 14名（会計、総務、土木、環境、公民館管理の各委員長及び委員）計 16

名で構成された協議委員会となっています。会議開催は原則月 1回ですが、それよりも

多く開催されています。監事は 2名です。また、協議委員の任期は 2年、その他の任期

は 1年です。その他の係には、公民分館長、同主事、同委員、水利係、山林係、文書配

布係があります。自治会は 4地区に分けられ、そこから更に分けられた範囲で回覧板が

回ります。文書配布係は 4地区の長に配布物を配布し、地区の長は更に各班の長に配布

し、班長が会員に回覧・配布します（更に小班に分かれる地区があります。）。 

主

な

行

事 

自治会総会、道普請年 2回、堰浚い年 2回、山林手入れ、環境美化運動、アレチウリ除

去作業、神社境内草刈り作業、親子ハイキング、丸子ドドンコ、夏祭り（リンゴ祭り）、

敬老会、しめ縄作り講習会、ドント焼きなどが行われます。 

第

一
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避

難

場

所 

施設名 南方公民館 

住 所 上田市塩川 1319－1 

その他自治会で指定された施設の施設名、住所 

老人福祉施設「しおがわ敬老園」と災害時における相互援助に関する協定書を結んでお

り、この施設も使用出来ます。住所 上田市塩川 1001 

防

犯

・

防

災 

管轄消防分団：丸子第六分団 

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot91.html
https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot131.html
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依田窪交通安全協会 約 150世帯が会費を払って加入しています。 

塩川支部、南方地区の理事に協力要請し夏祭りの交通整理を行っていただいています。 

環  

境 
資源

回収

情報

など 

自治会の資源物回収ステーション 4ヶ所にて毎月各 1回、紙・布類、びん類、缶類の回

収を行っています。 

そ 
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分
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など 

親子ハイキング：参加の子どもは主に小学生以下で公民分館の運営。 

敬老会：75 歳以上の方を招待、中学校 PTA,小学校 PTA,保育園保護者会の協力を得、自

治会協議委員会、公民分館が協力して運営。 


